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電子キーボードと ICT を活用する音楽教育 
パネリスト：上出美希（杉並区立杉並和泉学園中学校、小梨貴弘（戸田市立美谷本小学校）、 

田中功一（立教女学院短期大学） 

司 会：脇山 純（平成音楽大学）、小倉隆一郎（文教大学） 書 記：石川裕司（東京学芸大学）／文責 

                                                                                                
司会者より開会の挨拶、パネリスト・司会・書記の紹介、パネルディス

カッションの主旨説明及び進行等について述 べられた。本部会でのデ

ィスカッションは、幼児音楽教育、ピアノ教育初期での導入、アンサン

ブル等に加えて最近 は ICT に関する発表も増えてきており、ML 部会

という名称について検討中である旨、説明があった。 

 

本ディスカッションでは電子キーボードと ICT を活用する音楽

教育について、小梨貴弘先生（小学校教員）・上出美希先生（中学校

教員）・田中功一先生（大学教員）それぞれの立場から、要項のレ

ジュメ(p.10～p.13)に基づき、   先端的な取り組みについての発

表がなされた。 

１．小学校音楽科での ICT 活用の在り方につい

て  小梨貴弘（戸田市立美谷本小学校） 

私からは小学校音楽科における ICT 活用の在り方について 6 つ

お話します。音楽活動がより魅力あるものになる効果的な方法につい

て、1 つは児童の視点から、もう 1 つは教師の視点から、目的

に沿って順に説明していきたいと思います。 

 

①教材をより魅力あるものにするために 

児童の立場から 

・音源の瞬時の加工 

子供たちが歌っている中でどうしてもキーが合わないな、テンポが

合わないなといった時にすぐに ICT  機器を使って、テンポ・ピ

ッチをコントロールすることができます（Audacity フリー

ソフト）。Anytune という ios 用のアプリでは、プラスマイナスの

キーをコントロールすることで瞬時に音源のスピードが速くなり、

ピッチが合わなければ   ピッチコントロールのキーを押すと即座に

ピッチが変わり、子供が歌いやすいピッチに代えられます。 

・音源の映像化 

ただ歌うだけでなく、歌に情感を込めるために、関係のある映像をつ

けると子供たちは豊かに歌うようになります。   また、歌詞がわから

ない場合、歌詞を表示して映像を作ってあげると子供たちは喜んで歌

えるようになります。校歌に映像をつけてみましたが、子供たちはテ

レビで映像を見ながら、歌っていきます。これは、私のほうで映像の

編集ソフトを使って作ったものです。それ以外に音楽づくりのツール

としてサウンドボードという ios 用のアプリがあります。赤やオレン

ジ色の音源スイッチになっていて、それをクリックすることで音源が

再生されます。これを使うことによって偶然性の音楽を作ってみたりと

か、子供たちが即興性のある音楽を作り出すことに使うこともできます。 

・音楽の楽器との差を生かすということで iKoto HD という ios 用の

アプリがあります。筝の画面が出てくるので、実際に弦を弾く（タッチ

すると音が出ます）。これを活用しながら練習をして、実際の本物の筝

にふれる。そうす るとバーチャルなものとリアルなものの響きの差が

生まれるので子供たちに学ばせるときに活用ができます。 

 

②音楽室のユニバーサルデザイン化のために 

・わかりやすい内容、学習しやすい環境を整えることで、安心・集中し

て学習に取り組み、学習効果が高まることにも ICT 機器は大きく貢献

します。必要な情報は 2 台のテレビにすべて表示させます。1 台には歌

詞や映像など、本日の題材や教材に関連するもの、もう１台には本時の

目標、リコーダーの運指などを掲示し、パソコンとタブレットで すべて

コントロールします。 

・見やすい楽譜は楽譜作成ソフト finale を使って作成します。

音符に色を付けて使用すると音程が不確かな子供たちにとって

は目安になります。 

また、ヴィジュアル的に音楽の仕組みを伝えるために Good  

Reader とアップルペンシルを使って大型テレビに映し出して使用

します。歌いだしの速さや強弱記号等の確認、歌い方に気を付けた

い箇所など実際に図示しながら説明します。これまでは模造紙で一

回一回書いて作るのが大変であったのが、画面上に示せば実に簡単

に提示できます。紙   資源の節約にもなります。 

 

③アクティブラーニングの促進のために 

・授業の中で主体的で共同的で深い学びをしていくために ICT 機器

は効果を発揮します。これまでも ICレコーダーやビデオでやってきた

ことではありますが、タブレットを使用して自分たちの演奏を録

画・録音し、話を進めるといったことが、なんといってもタブレッ

トでは手軽にできます。また、騒乱状態を防いで音に集中するため

にイヤフォンスプリッターを使うと、同じ音を各自のイヤフォンで

同時に聴くことができるため、グループ活動や話し合い活動 がし

やすくなります。 

 

・鑑賞や音楽づくりにおける音楽を構成する学習活動のツールとし

ての活用ではタブレットを活用します。これはロイロノートとい

う ios のアプリなんですけれど、一枚一枚カードのようになっ

ており、音を出すことができます。 

（ホルスト「木星」を例に）「究極のメロディー」というカード

のところに中間部の美しいメロディーが入っており、それをひき

たたせるにはどのようなつなぎ方にすればホルストの考えに近

づけることができるだろうか、つながり方としてはあっているか

など、子供たちが試行錯誤しながら主題のパネルを並べてゆくと

いうことができるアプリです。 

教師の視点から 
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④授業のスピード感を保つために 

・今まではCD をとっかえひっかえしながら音源を準備する、ト

ラックは何番かといったことをしているうちに子どもがざわざわ

してくる。結局、こういうことが授業への集中を少しずつ削いでし

まいます。ピアノのすぐ側で、パソコンで音源や映像が再生できる

と空白の時間を減らすことができます。 Macの bento というソ

フトでは、マウスを当てると瞬時に映像をテレビで流すこともでき

ます。 

・教師が伴奏を苦手とする場合は、音源をフル活用して、ピッチや速度

を変えるということでスピード感が保てます。 

⑤教務の効率化を図る 

・授業記録、実施計画の電子化はパソコンのカレンダーにイベ

ントとして設定をしておいて、すべてのデバイスで同   期させな

がらスケジュールを構築します。（Mac  のビジカル） 

・評価記録の電子化は iDoceo という ios 用アプリを使います。座席表

になっており、授業で持ち歩き子供の様子を観察し、すぐに評価をして

いきます。座席表はグループで組み替えたりすることも可能で、ルー

ブリック評価にも使 え、評価したものは累積されてゆきます。他にも

授業のスケジューリングを作ったり、クラスごとの記録ができます。   

面白い機能としては、子供を指名する時のルーレット機能もあるアプリ

です。 

・書籍の電子化、教科書等は i 文庫 HD 等に記録をしています。吹奏楽

用の楽譜は指揮するときに活用し、チューナーを表示したり、メト

ロノームやキーボードを表示したり、実際に音を出しながら、

指導ができます。紙媒体は ScanSnap を使用して

Evernote で管理をします。 

⑥音楽行事を盛り上げるために 

・体育館でのプロジェクター使用、音楽教育に関する映像等の作成など、

体育館の 2  つの大きなスクリーンにプログラムや学年に関する映像等

も映します。来月の「教育音楽」の ICT特集においても執

筆しているのでご覧ください。 

 

２．グラフィックを用いた音楽の創作実践 

～タブレット端末の効果的な活用を目指して～ 

上出 美希（杉並和泉学園中学校） 

 

杉並和泉学園は小中一貫校でタブレットも盛んに使われていますが、今年

赴任したばかりのため、昨年度行っていた実践について報告したいと思い

ます。 

昨年度まで私は三宅島にあります三宅中学校というところにいました。

2000  年の噴火により全島避難になり、2005 年に帰島が許され、そこ

から今 11 年目になります。31 名、島には中学校でした。全生徒全教

員にタブレット端末が配られ、授業を行うことになりました。ICT  を使

って最先端の授業をということで使えるようになりました。音楽科では

主に創作の時間や鑑賞の時間などで活用を行ってきました。創作活動は

苦手意識を生徒も教員自身も持っていることが多いです。創作活動のメ

リットとしては、自分の思いや意図を表現できることや学習の積み重ね

が生かされることです。また、これまでの学習を理解できていないとう

まく表現できないデメリットもありますが、生徒にとってのメリットが

大きい活動です。子どもの自由な発想が生まれてくることを教師が目で

見て実感できます。授業時数の   確保が難しかったり、より個に応じた

指導が大切になってきます。そこで今回、メリットデメリットがある創

作活動   においてタブレット端末を用いることで、もっと簡単に、もっ

と自由に活動ができないかということで実践「グラフィックを用いた

音楽の創作実践～タブレット端末の効果的な活用を目指して～」を行い

ました。 

グラフィックは今回、図形楽譜を使用しました。タブレット端末にある

ソフトウェア、いわゆるアプリケーション   を使って授業を行いました。

図形楽譜は５線譜を読めない生徒にとっても、簡単に演奏することも作

ることもできま   す。即興演奏という良さがある一方で、次の時間に同

じ演奏をすることが難しいというデメリットがあげられます。今回、短

時間で図形楽譜が書けるために、ペイントソフトを使用したり、音楽作

成ソフトの録音機能を用いて、図形 楽譜でも次回も同じものが演奏でき

る工夫を行いました。 

この授業は中学 1 年の 6 月に行いました。鑑賞でヴィヴァルディの

「春」を聴いた後で情景と音楽の結びつきを学習した後、実際にそのよ

うな音楽を作ってみようということで提案したものです。中学に入って

からの初めての創作活動だったので、楽しい、もっと創作活動がしたい

という授業を考えました。「図形楽譜を使ってイメージを表現しよう」

ということで行いました。 

（第１時）テーマの設定：ペイントソフトを使っ

て図形楽譜を書く図形楽譜の説明を行い、好きなテーマを決め

たのち、図形楽譜を作成。子どもたちには好きなものそのものではな

く、イメージを形として描くことを伝え、画像を三枚以上作成して、

静止画ではなくつながりとしての絵になるように工夫をさせました。 

（第２時） 音楽作成ソフトを用いた音づくり楽器

を 1 種類選択、作った図形楽譜に合う奏法を決定し、録音します。普

段演奏できない楽器もボタンひとつで演奏できることがタブレットの

魅力です。ピアノ、ヴァイオリン、ドラムセット等を使って作成しま

した。奏法をどのように工夫したいのかをワークシートに記入させた

が、記入できない生徒にはタブレットを用いて例を示し、個別指 導を

行いました。 

（第３時）画像と音楽をつなげ、表現を工夫する（動

画作成ソフトによる） 

これまで作った画像と音楽をつなげる活動を行いました。実際につなげ

るともっとこうしたい、2  枚目の長さのところだけ音を長くしたいな

どの工夫も見られました。 

（「パフェ」大好きなパフェの具材をいろいろな音で表す、「雨とカエ

ル」雨の強さを音の大きさやリズムの細かさで表す、「高い山」山を

登るにつれ音を高くしている、「鏡と重なる光」「数学の先生がテーマ

の曲」「海の泡の大きさを表した曲」「犬が走る様子や歩く様子」「思春

期・青春」等、全12名の生徒の作品を視聴） 

生徒は、「最初、難しいと思っていたけど、簡単で面白かった」「また

作ってみたい」といって新しい曲を作った 生徒もいました。楽器を選

んだり、音を選んでいくことが難しかったという生徒の意見もありま

した。ほかの人の作 品を見ることが面白かったという意見もありまし

た。 

今回の成果として、生徒の創作活動に対する意欲の高まりがみられた

ことがあげられます。イメージに応じた音色の選択や奏法の工夫もそ

れぞれが工夫してできていました。また、音楽の要素として、リズム・
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速度・リズムや構   成の工夫について、例をまねして作ってしまう生徒

もいたが、特に指示をしていなくても工夫していました。音楽とグラフ

ィックの関連性への興味も高まっていました。また、タブレット端末の

活用方法の習熟にもつながっていました。 

今後の課題ですが、テーマの設定に時間がかかってしまい、作るこ

とに時間がさけない生徒がいました。好きな「もの」としてしまうと、

実際にそのもの・形を書きたくなってしまうので、テーマの工夫が必要

だと感じました。音楽を構成する力としては、教員の例を示すことで、

教員の真似をして終わってしまうことがあったので、提示の仕方や進め

方を工夫していかなければならないなと思いました。 

 

３．ピアノ演奏の見える化を活用する学習ポートフォ

リオの試み 

田中功一（立教女学院短期大学） 

キーボードと ICT  を活用するということで、ここでは電子キーボー

ド（電子ピアノ）とタブレットを接続した取り組みを紹介したいと思い

ます。これは共同研究で小倉先生と鈴木様、もう一人辻先生と 4  人で

行っている共同研究です。私ども、保育士あるいは幼稚園の先生を養成

する学校においてはどうしてもピアノの勉強があるのですが、その中で

初心者というのが結構な人数がいます。教員１人がもっている学生が多

いため、常に初心者の指導をどのように行うかが養成校の課題になりま

す。目標としましては、学生が基礎学習の方法を理解して、学習の習慣

を身につけることです。初心者の場合この点ができていないことが多い

ので、どうしたら学習が進められるか、というところから   勉強しなけ

ればいけない。具体的には練習方法を身につけるために楽譜の読み方や

安定したテンポで弾けるとか、音符の長さを正確に弾くとかあるいは強

弱について理解する、左右の配分などを考えて弾けることなどです。 

第 10  回の研究で発表させていただいたときには、見える化ツールと

いうものを鈴木様のほうで開発してくださいました。学生の演奏と、指

導する教員の演奏状況（テンポ等）が示されるグラフです。教員は水色

のグラフですが、安定したテンポで弾いていますが、学生のほうはテン

ポが上がったり下がったり不安定さが示されました。学生が自分の演奏

と教員の演奏をタブレットで比較してみて自分の状況を把握します。初

心者は演奏からだけだととらえきれないものを見える化するというよう

に、MIDI  電子ピアノから強制的に吐き出されているテンポ状況、リズム、

音の長さなどの情報を活用してグラフにあらわしたものでした。その時

の課題としては教員が操作の説明や接続をしないと   いけなかったの

ですが、今回はタブレットをキーボードの上において、録音・ストップ・

演奏という 3 つの操作を示して、保存もできるということで、これ

をご紹介します。 

授業の進め方はふつう、シラバスにあるように目標が定められて

授業が行われ、学生はその前に予習をしたり復習をしたりして成

果へと至ります。個々 の学生が自学自習、個別学習を教員が把握

していくのは困難なことです。それぞれの学生に技能差があるの

で、様々 な目標設定をして、その目標の一つに教員の模範演奏が

あるということをイメージして、その仕組みを考えることで自学

自習が行われるということを考えました。 

まず第一に、ピアノの上から撮影した模範演奏を YOUTUBEで配

信をして、それを観る・聴くことで学習してもらうような放送局型

のデジタル教材を利用した方法があります。これもいくつかのテ

ンポを設定して提示しました。これ   は学生が映像を観て、真似

て学習する行動から学習が生まれるという考え方で行っていま

す。2  番目としては演奏したものが、模範演奏とどう違う

のかを考え、思考し、反省し、分析をしていく勉強の仕方

です。3番目は学習者間でSNS  を使って演奏について自分た

ちで励ましあったり、批評したり、振り返るという一種のアクテ

ィブラーニングを行います。最後にそれらをすべて含め、学習の

履歴を残していくことをタブレットで行うことで、あとで振り返

って問題点を整理していくという 4 つの段階を学生の学習プロ

グラムとして考えてみました。 

デジタル教材で演奏分析をしていく、仲間同士で共有していく、

教員からのコメントをもらい、最後に全体を振り返るという循環

ができていけば学生の個別学習は教員が一つ一つ関わっていか

なくても、ある程度は初心者でもでき   るのではないかと思いま

す。一人一人に関わることは理想ですが、個別学習は実際にはなか

なかできません。 

今回の研究ですが、今年前期、夏休み前の約1 か月間（6 月5 日

から29 日まで）、研究室に5 台電子ピアノを並べまして、タブレッ

トを使用し、学生がそれぞれ課題をもって個別学習を行い、何かあ

れば横に座っている教員がアド ヴァイスできる形で行いました。行

うにあたって学生全 163 名のうち、初心者 30 名を予備調査で選びま

した。スマートフォンを使い、先ほどのデジタル教材を見て自分は

どれくらいのレベルかというのを自己申告してもらいました。 

54 名中 94％の学生がスマートフォンを見て何の説明をせず

に自分で送信し、回答できました。6 名はスマートフォンの調

子が悪いので紙に書いて提出しました。残念ながら  3  名は

無回答でした。多くの学生がウェブ回答によって、教材を見て、

自己申告ですが回答することができました。数年前に比べて ICT  

の技術が進み、活用しやすくなってきたと感じます。 

実験自体の方法ですが、このように研究室に 8 インチのタブレッ

トノートを 2 台置きまして、タブレットとデジタルピアノを USB 

ケーブルでつなぎました。タブレットに模範演奏、今回はウィンドウ

ズ 10 に付属でついていますONENOTE というものを使いました。

グラフに表示されたものが ONENOTE に記録され、蓄積されてい

く方法で進めていきました。研究室に無線ルーターを置いて、タ

ブレットでつなげ、見えるかツールを表示して、ボタンで録音・

ストップ・送信・転送という仕組みです。取り組みの手順はさきほ

ど 4 つ示したうちの 3 つ、デジタル教材・見えるかツールを使

った振り返り・ポートフォリオについて本日は説明します。 

デジタル教材ですが、YOUTUBE  で作ったものを学生が観て、自分の脳

裏に定着させます。次に鍵盤のポジションを確認し、4小節単位で個別

学習、部分練習ができる、といったように教材が作られています。次に

演奏分析ですが、デジタルノートに接続して自分の学習を確認しながら

先ほどの見える化ツールで録音して、送信し、自分の演奏を確認するこ

とができます。そして自分で書き込みをしてそれを後で振り返るかたち

でデジタルの戸を使いました。最後にポートフォリオですが、同じ 8

インチのタブレットを併用し、前回の演奏を確認する、次回の課題を書き

込む、そしてデジタルノートにコメントを書く、それを教員が見る。必

要があれば教員がコメントを書くというような流れで   行いました。記

述としては、学生の書き込み、教員の書き込みというものを経て、ため

になったというやり取りを書 き、それに対して教員も自分が気が付か



  

なかったことがこれによって気が付けたということが割とありました。

まとめますと、このように個別学習の方法として 5名くらいの少人数

においては、教員が支援するという方法でかなり有効でないかと示され

たと思います。今後はさらにほかの先生にも参加してもらったこういう

取り組みをしていきたいと思います。以上でございます。ありがとうご

ざいました。 

司会）ありがとうございました。フロアの先生方もいろいろお聞き

したいことがあると思います。小学校・中学   校・大学で行った実

践について、ご意見、質問などよろしくお願いします。 

阿方）竹早教員保育士養成所の阿方です。田中先生にお聞きしたい

のですが、５人の学生を対象に今回は行ったということですが、

大人数の場合、どのように先生が対応することになるのでしょ

うか。学生からアドレスをもらって通信していくということでし

ょうか。 

田中）5人でやってみて可能性が見えてきました。先ほどのグラフ

で水色と赤で色分けされた教員と学生の演奏の比較があったと思

いますが、教員というのはそれぞれの先生方でできるということで、

（学生が）10人いたら 10 人が、個別学習できると思います。

ですから、今回 5 人でやったんですけど、あまり大きな質問という

のは出なかったですね。例えば、タブレットでしばらくやっていた

ら電池が切れちゃったとかそういうことでしたので、見通しですけ

れど、10人になっても 20人になってももう少しシステムが安

定すれば可能性は十分にあると思います。今回はたまたま 5 人で

しかできなかったのですが、そういう見通しはもっています。ですの

で、先生ごとに展開できるのではないかと思っています。 

阿方）それは個別練習の時ではなく、授業の時にチェ

ックするということですか。 

田中）そこは今回、想定していないです。個別学習の部分（授業時

間外）で判別しようかと思っています。というのは、個別学習がで

きていないと授業が成立しないと考えているので、そこは学習時間

とかポートフォリオを見れば、どの学生がどれくらい勉強したかと

いうことがざっと見られますので。もっと乱暴に言ってしまうと、

それぞれ がどのように実音を出したかということを教員が把握し

なくても、この方法である程度の個別学習の状況は把握できるので

はないかと思います。なんせ学生が多いので。そういうことを想定し

ております。 

小倉）今の話に少し補足させていただいていいですか。今、阿方先

生がおっしゃった中に、学生が大人数になると一人の教員が応対す

るのに大変な労力が増えてくるということも含まれていると思う

のですけど。たしかに、これ が 100 人 200 人になったらとて

もじゃないけれど対応できないということになると思います。私ども

の方向としては、自学自習、自分で練習した成果をグラフ化する

ことによって、学生が自分で「テンポが速くなってしまった」

とか「音を間違えてしまったとか」ということをグラフでわか

りやすく表示させたものを自分で見て、自分で判断して「ここが

ちょっと速いな」とか「遅いな」というのを納得して練習してもら

いたいということもあります。あと、教   員と学生の対応について

はもっと能率のよい、私はちょっと詳しくはないのですが、SNS  等

やりやすい方法を考えたいとは思っています。 

司会）他にご質問、ご意見ございますでしょうか。具体的なソ

フト名も出てきていますし、自分はこういったソフトを使ってい

る等でもよろしいので。 

大庭）音楽療法研究会（音楽教育鍵盤指導研究ネットワーク）の大

庭です。ソフトのことで小梨先生にお聞きしたいのですが。私たち

音楽をやっているときに著作権で大変な思いをしていまして、自分

は使える著作権を持っているけれども、それを生徒に与える場合と

か、全体に提示する場合、また違う著作権が発生するということで

とても難しいのですが、こういうソフトの場合、学校の授業にソフ

トを使う、生徒に実際に生徒にやらせる場合というのは、権利の問

題はどのようになっていますか。 

 

小梨）ソフトを使う場合というのは、教育委員会から配布され

たものの中に、ライセンス分が入っていると思うので、それを活

用します。 

大庭）これはすべて教育委員会からきているのでしょ

うか。 

小梨）そうです。一部は学校のものですし、一部は私

のものです。 

大庭）そういうのはどうなのかな（大丈夫なのか？）と思っています。

やはり、つつかれることもあるんですね。これだけのソフトを使うとな

ると、そこらへんのことが。私たちも音楽を出すというとき、自分が聴

く分には良いけれど、学校の鑑賞教材にした場合にはダメという場合が

ありますよね。自分の楽しみのために聴くのは良い、でも教育の場で使

う、それから営利目的として使うというときはダメというのがはっきり

していますよね。そういうソフトに関してはどうなのでしょうか。 

小梨）ソフトに関しての、いわゆるアプリに関しての活用です

か。たぶんそれは子供が使うということになった場合ですよね。 

大庭）こういう教育の場でとか、公の場でこれを使っていますと公

言して使えるのかどうか、すごく心配です。   興味がすごくあり、

レッスンにぜひ取り入れたいと思うのですが、私たちの場合は一鍵

盤指導者としてやっているの   でお月謝をいただいている。そうい

う場合は難しいのかなと思ったり。 

小梨）たぶん、ライセンスを購入する際にどの端末にどれだけ入れられ

るかということが具体的に明示されていると思います。私の場合はアッ

プルの ipad 用のアプリを持っているのですけど、基本的には確かに 10 台か 

11 台までは無料で入れることができます。私の場合は個人の研究の範囲

で学校長から許可を得て研究している範囲ですので、今日はその中でご

紹介したのですが、私のアカウントで購入してダウンロードして、それ

を子どもたちに今回は活用 しました。それが著作権的にどうなるかと

いうのは不勉強でわからないところはあるのですが、それがいままで問

題になったということを聞いたことがないので。 

大庭）過去、サウンドイットなど、私はシベリウスを使ってい

るのですが、教育者何人かで共有した場合はストップさせられま

した。そういうことがあったので、そこら辺の対応にくわしいの

かと。 

小梨）シベリウス等はライセンスは決まっていますから、ウィ

ンドウズやマックのソフトは厳密で厳しいのです   が、タブレ

ットとかアプリなどの場合、端末10   台などは入れられますよ、

というような認識でいます。 
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大庭）広がってくると今後 JASRACのほうで… 

小梨）学校教育の場合には著作権法第35 条の中で、使用のある程度の

許諾範囲が決められていますので。 

 

大庭）アカデミック版とかありますよね。一般の私たち現場指導者

というのは、そこが難しい。学校でそういう   ことが使えるように

なると、私たちはますます使いづらくなるかなと感じたものですか

ら。すみません。ありがとうございました。 

司会）その件に関して学校現場では著作権の制限の中でやれている部分

もありますが、楽譜のコピーはいけないとなっているし、さらに ICT の

時代になってくると簡単にコピーできるようになっているので、ここら辺が過

渡期であり、難しいところだと思うのですけれど。これから学会でも深

めなければならない課題かと思います。良いご質問、ありがとうござい

ました。小梨先生のプリントにも全部ではありませんが、無料や有料な

どと書いてあります。自由に使えるソフトもありますので、

積極的に使われるとよいと思います。他にご質問あり

ますでしょうか。 

大庭）図形ソフトは知らないので、原理がわからなか

ったです。 

上出）今回のものはもともと図形に音が付いているわけではなくて、絵

はペイントソフトで書くもので、それを3枚以上作成するということで

やりました。それとはまた別に音楽だけを作る、音だけを入れるものを

作って、その作った画像と音楽を、動画作成ソフトでくっつけたものにな

ります。 

大庭）音楽だけを作るソフトというのは、子供たちは

どのようにやったのですか。 

上出）今回は ipad にもともと入っていた Garageband という

ものを使いました。例えばピアノだったら、録音ボタンを押して鍵

盤を押せば、そのまま録音して記録されます。ヴァイオリンだった

ら弦が画面に出てきて、A を押したらその和音が出てくるみたい

に音が入れられるようになっています。 

大庭）音と絵が連動しているのかと思ったものですか

ら。すみません、ありがとうございました。 

初山）東京都小学校音楽教育研究会電子楽器研究会の初山です。3 月

に退職しました。田中先生にお聞きしたいのですが、学習の見える化、

とてもいいと思います。これはグラフですよね。私は文科省の関係で 

ICT のソフト開発をやりましたけれど、やはり子供にこうやったらでき

るよと画像とかデータを示すところまでで止まってるんです。自学自

習ということで考えると、今回のケースのように実際に学生が演奏し

たものが自分でそれを見て、どこがだめで同ダメなのかということを

きっちりと認識できるようにしないと先に進まないと思うのです。そ

のあたりは、どうお考えですか。 

田中）そうですね。例えば、先ほどグラフで示したような店舗の場

合は見てすぐわかると思うんですね。教員が   安定していて、学生

が波がある。ところが、それ以外のリズムとか細かいところ、曲調

的なところについてはグラフだけでは見にくかったりするんです

ね。その点については現段階では教員のサポートがいりますので、

学生が自分で気が付くためにはもう一工夫、どこを見てほしいとい

うのか、どこをフォーカスするのかということが求められると思い

ます。 

初山）そこで一つご質問なんですが、グラフを見ながら音再生は一

緒にできるのですか？音はグラフに伴って出るんでしょうか。 

田中）もちろん MIDI  データになっていますから、再生しようと

思えばできるんですが、グラフが出たときにはリンクはしていませ

ん。 

初山）私も今日拝見していて、MIDI でとっているんですから、画像

と組み合わせて実際に鍵盤を弾いているように動いていくようなア

プリを作れれば、学生が弾いていて間違っているところがどこなの

かというのが鍵盤の動きで   自分で認識できると思うんです。そう

するとそこを直せばいい。どこが間違っているか明確に認識できれ

ば底を間違   えないように練習すればよい。ですから多分、費用が

かかるんですけど、鍵盤の映像になっていてピアノを弾いていると

きにそのまま再生できるというものを作れればさらに指導者の数

が少なくても、家に帰って復習するにあたっても、工夫が足りない

ところを明確に把握することができるわけです。そうすると学習者

が自学して獲得してゆくという風に進んでいくと思うのですね。ソ

フト開発についてはお金がかかるのですが。 

田中）その点について開発した鈴木様に可能性、 

見通しをお願いします。 

鈴木）ご紹介いただきました鈴木です。田中先生、小倉先生とは

数年間一緒にやらせていただいています。皆さんが考える問題と

いうものが最近なんとなくわかってきました。どちらかというと

販売するソフトウェアですと、テストしたりなどきちっと作らな

ければならないのでそこにお金がかかるのですが、今回ご理解い

ただいて、多少うまく動かないところがあっても、費用をかけず

に実験したい事を確認できる、ということを最優先しております

ので、科研費等の範囲である程度できます。再生できるようにす

ることも、今はウェブブラウザー上で再生してグラフを書いてい

る形にしています。ウェブブラウザーで音を再生したりというこ

とは難しかったのですが、最近は技術が進化してきましたのでお

っしゃられたようなことはそれほどコストをかけずにできるか

なと個人的には思っています。先ほどおっしゃられた、学生にグ

ラフを提示するだけでなく、どこがおかしいのかというのを分か

るようにコメントして出すことが有効ではないかということ、こ

れは我々 の中でも、今日はいらしていませんが放送大学の辻先生

がその辺をしていらして、テンポはどうなのか、音の強さはどう

なのかは実際にデータは出せます。以前、授業の中でどの学生に

どういったコメントをしたのかの書き起こしをしてもらったこ

とがありまして、それを見ますと、演奏の中で システム的には

問題があると判定できるところを全部指摘されているわけでは

なくて、その学生にとって今一番大切なところを中心にコメント

されていますので、コンピューターはその辺が苦手で、テンポも

おかしいし音の強さもバラバラというときにどちらから直して

いくのかという判断ができず、学生は両方いっぺんにはできなく

てパンクしてしまうということは十分に起こりえますので、その

点は人工知能等はやってきていますので、そういうことも活用し

つつ田中先生のご指導されたいことを学生ごとに、ここが良くな

いのでここを先にコメントしようかなど、ある程度判断できるよ

うになると学生自身で判断できるというところにつなげていけ

るのかなと、希望としては思っています。ちょっと技術的には難



  

しいところもあるかなと思いますが。すみません、長くなりまし

て。 

初山）ICTとしてはすごくいい方向の研究だと思います。教員が逐

一教えなくても学習者が自分の力でどんどん解決をしていけると

いうことが教育としては重要なところですから、今回の研究はその

方向にシステムとして向かっ   ているというか、まだ指導者がいっ

ぱい手をかけなければいけないというところが見えたのでちょっ

とお聞きしました。これがどんどん楽手者が認知できるところが増

えていけばいいと思うんです。小学校の場合は音楽を教えている先

生はほとんどが担任の先生です。音楽専科が教えているのは東京都

とか全県でやっているというところは非常に少ない。担任の先生

が 5・6年を教えるというのは技術的にも音楽の知識的にも大変な

んです。それを日本全国の子供たちが同じように学習の成果として

受け取れるということはやはり機械とかそういうものの手助けが

絶対的に有効だと考えてソフト開発をやってきているのですが、提

示だけで止まっている。そういうところで、学習者が自分で解決で

きるこういう方法というのはとても良いと思います。 

司会）私からいいですか。上出先生と小梨先生にお伺いしたいので

すが、さきほど上出先生から全生徒にタブレット端末が配布された

というお話でしたけれど、地域によって状況は違うと思うのですが、

実際に小中学校でアクテ ィブラーニングと ICT  の活用が文科

省から言われていると思うのですが、実際にどの程度現場で活用が進

んでいるのか感想でいいのですが簡単にお伺いできればと思います。

上出）三宅島では生徒が少ないということもあって個別指導もやり

やすいということで、盛んでした。今の学校   ですけど、全生徒タ

ブレットが配布されています。主に 5  教科と総合の時間の発表等

でタブレット端末はよくつかわれています。ただ、今困っているのは、

IPAD  だったのですが、今はウィンドウズタブレットで、使い方も

ソフトも違うので、同じことをどこに行ってもできるという環境では

ないのかと思います。 

小梨）埼玉県戸田市はやっとこの夏位に、パソコン室にこれまであ

ったパソコンがタブレットにすべて置き換わ   ったような形です。

全生徒に配布されている状態ではなく、今までのものを継承したウ

ィンドウズタブレットが使わ れています。音楽の中でタブレット

を使っている先生というのはほとんどまだいないというのが現状

で、教育委員会   から指定されたソフトには音楽を扱っているもの

はほとんどないので、音楽的に活用できるということはできないの

が現状です。ですので、これから我々 が開発して、つついていかなけ

ればいけないのかなと思いますけれど。 

司会）ありがとうございました。研究発表していただ

くマンノ先生から何かありますか。 

マンノ）小梨先生が用いられた IOS ということで、そ

のソフトは現在も使えるものですか。 

小梨）今も使えます。アップルストアで配布されてい

るものです。 

司会）最後にパネリストから一言ずつお願いします。 

小梨）このような機会をいただきありがとうございました。小学校

音楽科での ICT  の活用というのは手探りというか十分浸透してい

ないというところがあり、数名の先生が知恵を絞りながらというと

ころがあるわけですが、学校全体で捉えますと、まだ 5 教科が中心

で、音楽までまわってこない状況で、我々 が進めていきながら、 音楽でも

使えるアプリ・ソフトが浸透していければいいのかなと思います。どうもあり

がとうございました。 

上出）本日はありがとうございました。今、小梨先生のお話にも合

ったのですが、中学では週に 1時間しか音楽の時間がない中で、

タブレットの使い方から音楽に関するところまで使っていくとい

うのは難しい状況ではあるんですけど、使っていく中で子供たちの

意欲が高まったりとか集中して取り組めるということがタブレッ

トを使うメリットなのかなと思っています。今日はありがとうござ

いました。 

田中）大学の授業自体はシラバス等オープン化で見える形になって

きているのですが、技能教育の場合は予習復習をどのようにやって

いるかは全くブラックボックスで、その中身というのはわからない

わけです。こういう ICT を使うことで、今回使った ONENOTE

のように管理ができるようになると、教員も学生が勉強してきた姿を

見ることができる。そこのところが鍵になってくるかと思います。特

に大学の場合は単位化されていますので、授業時間よりも遥かに自

学自習の時間が必要になります。ところがその中身がわからないと

いう中でICTを使うことが鍵になってくるのではないかと思います。

本日はありがとうございました。 

司会）ちょうど二時半になりました。これで終わりたいと思います。

今日は小・中・大、それぞれのお立場から   発表していただき、あ

りがとうございました。先ほど脇山先生からもありましたが、今日

のパネルディスカッション  は  ML と関係ある内容は少しだけ

で、ML 部会のディスカッションという部会名もまたこれから検討し

ていかなければいけないなと思いますので、また、ご意見頂戴したい

と思います。またどうぞよろしくお願いします。 
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